
スマート農業の推進

拡 とやま型スマート農業推進事業 4,700万円
園芸複合型経営での省力生産の技術実証や若者対象の体験イベントの開催等

新 とやまスマート農業拠点整備事業 【2月補正】 4億4,611万円
農業機械研修センターの機能を大幅に強化し、スマート農機の研修充実などスマート
農業の普及や人材育成を推進

水田のフル活用

・ とやま型水田フル活用促進事業 6,220万円
麦あとの非主食用米の作付や園芸作物の振興への支援など

・ 水田農業生産振興対策事業 4億425万円
産地の収益性向上・ｺｽﾄ低減等のための機械・施設整備の支援など

富山米のブランド力強化

拡 「富富富」生産振興対策事業 1,702万円
高品質・良食味確保のための栽培管理の徹底や直播（乾田Ｖ溝）の生産実証等を支援

・ とやまの種籾生産振興対策事業 119万円
県主要農作物種子生産条例に基づく優良種子の生産指導等

園芸・畜産生産基盤の整備

拡 大規模施設園芸整備費業 2億9,820万円
あんぽ柿共同加工施設と広域品目集出荷施設（にんじん）の整備を支援

拡 広域的野菜転換促進事業 8,000万円
たまねぎやにんじんの広域産地化に向けた機械・施設の導入を支援

新 チューリップ球根ネット栽培実証普及事業 380万円
球根ネット栽培技術の普及に向けた県内各地でのモデル実証

拡 食肉衛生基盤強化事業 3,704万円
(株)富山食肉総合センターの施設整備、肉畜集荷対策を支援

・ 畜産振興拠点施設整備事業 1,375万円
乳牛導入への支援

令和２年度の重点施策

富山米新品種「富富富」を中心とした「食のとやまブランド」の確立
拡 富山米新品種「富富富」戦略推進事業 1億9,270万円
関東に加え関西、中京でのCMを核としたプロモーションや試食宣伝等、継続的な購買・取
引に向けた取組みの強化と、県内消費拡大キャンペーンを展開

・ 富山米ブランド力向上対策事業 1,224万円
関西、中京圏を中心とした富山米販売促進キャンペーン等を支援

拡 「越中とやま食の王国」づくり事業 1,865万円のうち
拡 「富のおもちかえり」販路拡大・ブランド化事業 165万円
「富のおもちかえり」商品のラインナップの充実などによる販売拡大を推進

国内外の市場開拓
拡 「富山のさかな・水産加工品」ブランド化推進事業 2,008万円
水産物の高付加価値化や販路拡大に取り組む漁業者等の支援、東京駅周辺の飲食店で
の「富山のさかな」を使用したメニュー提供など

拡サスティナブルな「富山のさかな」普及事業 173万円
漁業者等による水産エコラベル認証の取得を支援

拡 とやまの農林水産物輸出促進事業 2,760万円
新たな中国での食品見本市への出展・販路開拓、香港外食企業と連携したフェア開催等

新県産農林水産物輸出実証事業 250万円
今後、香港への輸出拡大が見込まれる品目等について、伏木富山港から香港への輸出実証
を実施

「食のとやまブランド」の確立と
国内外の市場開拓

生産力を高める

拡持続的生産強化GAP拡大事業 770万円
とやまGAPの普及拡大や教育現場でのGAP推進、第三者認証GAPの取得支援

拡家畜伝染病防疫体制強化整備事業 1,657万円
新 ＣＳＦワクチン接種推進事業 2,238万円
養豚農家でのCSFの発生防止のため、ワクチン接種の推進とモニタリング検査を実施

・ 農林水産基盤の整備【公共】 220億4,530万円（対R1比96.5％）
【2月補正】 66億3,566万円

◇土地改良国営事業負担金 10億9,300万円
施設応急対策事業（早月川地区）、施設機能保全事業（射水平野地区）
（国において、国営農地再編整備事業「水橋地区」の事業化に向けた地区調査）

◇土地改良事業(県営等) 【一部２月補正】 178億2,636万円
農業の競争力強化対策 １０６億8,443万円
競争力の高い農業を実現する農地の大区画化・汎用化を推進
農村地域の防災減災対策 71億4,193万円
農業用排水路の機能強化やため池などの防災減災対策を推進

新農業用水路事故防止対策推進事業 3億2,300万円
全国に先駆けて県が策定した安全対策ガイドラインに基づき､モデル地区(33ヵ所)において
事故防止対策を推進

◇治山・林道・森林整備事業 【一部２月補正】 50億3,580万円
◇漁港建設事業 【一部２月補正】 10億 850万円

食の安全の確保

○

○

○

活力ある農山漁村をつくる

農地集積・集約化の促進

・ 農地中間管理事業 5億1,580万円
農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を推進

・ 農地利用最適化交付金 9,181万円
担い手への農地集積に取り組む農地利用最適化推進委員の活動を支援

農業経営基盤の強化

・ とやま型農業経営支援事業 7,050万円
経営面積の拡大や園芸作物の導入など「とやま型農業経営モデル」の実践等により
経営発展をめざす農業者の機械施設（コンバイン、育苗ハウス等）の整備を支援

・ 経営体育成支援事業 3億円
人・農地プランの中心経営体に対する機械施設（トラクタ、田植機等）の整備を支援

・ 担い手確保・経営強化支援事業 【2月補正】 4億円
先進的な農業経営の確立に向けた機械・施設等の導入を支援

・ 農業経営者総合サポート事業 4,275万円
法人化等の農業経営に関する相談への対応、営農指導員等による
支援チームの編成や税理士等の専門家の派遣等を支援

農業経営基盤の強化 担い手を育成する

・ とやま農業未来カレッジ事業 2,953万円
就農希望者が農業の基本的な知識や実践的技術を体系的に習得できる研修を実施

・ 新規就農総合支援事業 1億3,105万円
就農準備段階や経営開始時の経営確立を支援する農業次世代人材投資資金を交付

拡青年農業者育成事業 1,286万円
就農相談、研修、定着までのワンストップ支援や全国規模の農業情報サイトでの求人広告

新 「次世代につなぐ集落営農」スマート農業支援事業 1,200万円
集落営農組織の農業経営の効率化や経営継承のためのスマート農機等の導入支援

新農福連携推進事業 110万円
農福連携推進会議や農業経営体向け研修会の開催、農業版ジョブコーチの育成支援

拡林業担い手センター活動推進事業 970万円
高校生等の体験林業や県産材活用施設等の見学会の開催など

・ 漁業担い手確保育成対策事業 300万円
相談窓口の設置、求人・求職情報の収集提供、漁業体験機会の提供

意欲ある若い担い手の育成・確保

拡 林業成長産業化推進事業 3億409万円 【2月補正】 3億1,584万円
県産材の安定供給のための路網整備、高性能林業機械の導入等を支援

拡 森林経営管理総合支援事業 7,326万円
市町村による新たな森林管理システムが円滑に実施されるよう、航空レーザ計測による
森林資源情報の整備と森林クラウドの基本設計

・ 冬期林業活性化総合対策事業（一部主要県単） 460万円
冬期林業の普及による県産材の生産体制強化と林業就業者の通年雇用の加速化

森林整備と林業の振興・県産材の活用促進

○

・ 「水と緑の森づくり税」を活用した森づくり 4億3,708万円のうち
新 森づくり県民意識調査費 350万円
今後の森づくりの推進に役立てるための県民意識調査の実施など

拡 里山再生整備事業 1億5,635万円
里山林に隣接する荒廃農地を対象区域に追加

拡 木育推進事業 1,035万円
木育遊具の保育園等への導入支援、木育セミナー及びワークショップの実施など

新 中央植物園 ウエルカム態勢向上事業 2,300万円
中央植物園の無料Ｗｉ－Ｆｉの整備やウォーキングサインの設置

新 氷見栽培漁業センター改修工事設計事業 7,800万円
老朽化した氷見栽培漁業センターの改修整備（教育・産業観光への対応を含む）
のための基本設計・実施設計

・ クロマグロ資源管理対策事業 350万円
ICT活用や漁具改良等による定置網における小型クロマグロ放流技術の開発

拡 キジハタ栽培漁業加速化事業 1,052万円
新施設においてキジハタ種苗を増産し、事業化に向けた研究を加速化

新 ホタルイカ来遊条件解明調査研究事業 109万円
環境データや採取データの分析による来遊量の推定、漁況予測手法の改良

新 サクラマス養殖技術向上研究事業 155万円
養殖期間の短縮を図るため稚魚期の海水飼育の適期等を研究

新 富山湾における海底堆積物分析調査事業 560万円
水深400mより浅い海域において、海底堆積物の分析調査を実施

水産業の振興

生産性の高い農業の確立

・ 農業用水を活用した小水力発電の推進 【一部２月補正】 3億3,695万円
R3整備目標：35箇所 （稼働中：30箇所、整備中：5箇所 計35箇所 ）

農林水産資源を活用した再生可能エネルギー導入

水と緑の森づくり・花と緑の地域づくり

・ ６次産業化総合支援事業 1億6,192万円
農林漁業者等による新商品・サービスの開発等を支援

・ がんばる女性農業者支援事業 928万円
農村女性の起業活動を発展段階に応じて支援

６次産業化等の推進

安全・安心な農山漁村基盤づくり

拡 とやま地産地消推進事業 869万円
県産食材の学校給食への活用拡大に向けた広域流通の横展開や一次加工の促進など

拡 とやま食育運動推進事業 762万円
若者世代を対象とした食育講座や調理実習の実施、食育推進フォーラムの開催等

拡食品ロス・食品廃棄物削減対策事業 1,728万円
全国大会の開催や３０１５運動等の展開など

新 ｢とやまのエコフィード｣利用畜産物ブランド化推進事業 390万円
酒粕をエコフィードとして活用した県産牛の新たなブランド化の推進

消費者のこころをつかむ

地産地消・食育・食品ロス等削減の推進

ドローン

スマート農機等

収量コンバインロボットトラクタ 直進キープ田植え機 除草ロボット 自動給水栓

・ 多面的機能支払支援事業 19億900万円
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のための地域活動を支援 (公共再掲)

拡 元気な中山間地域づくり支援事業費 8億8,010万円のうち
拡 中山間地域等直接支払棚田地域振興活動加算 2億4,000万円
第５期対策（R2～6年度）から中山間直払を活用し指定棚田地域の保全活動を支援

新 中山間農業者所得向上モデル事業 2,300万円
中山間農地の特性を踏まえ、農業所得の向上を目指すモデル農業者を育成

新 中山間農業支援事業 610万円
保全管理農地の活用や高収益作物の導入、除草作業の機械化体系実証

・ 都市農山漁村交流対策事業 1,814万円
とやま帰農塾、「とやまの田舎」交流支援、中山間地農業再生支援事業など

拡 鳥獣被害防止総合対策事業 【2月補正】 4,500万円 2億8,014万円
拡 野生イノシシ等侵入防止柵の設置 1億3,517万円
農地への侵入を防ぐための電気柵等の設置を支援（延長183km）

新 ＣＳＦ（豚熱）緊急対策事業 7,082万円
養豚農家でのCSFの発生防止に向け、野生イノシシの捕獲活動を引き続き支援

新 ローカル５Gを活用した地域課題解決の実証 3億円（経管）
無人草刈機等による鳥獣対策の実証等

農山漁村地域の活性化
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